
 

 

 
AIDMA  

AIDMA

AIDMA
 

Attention  
 

Interest   
 

Desire  
 

Memory   
 

Action  
 

 
 

20  
PC-SPSS.13 100  

 

 
 

 

 

－34－



 

 

 
 

 
 

1 23 10 15
4  

 
2 23 11 15 12 20  

 

 
 

 

 
4  

 
 

62.9  
47.8  

 
 
 

－35－



 

 
 

 
  ４．府県・政令市のまとめ 

    府県・政令市については、児童相談所を管轄しているため、児童相談所とともに啓発活動

を実施しているところが多かった。また啓発対象を学齢別に分けることなく、市民への啓発

として実施しているところが多かった。 
高校については、「授業で取り上げる」、「オレンジリボンについても授業で取り上げる」、

「児童相談所からの出前講座を考える」、「乳幼児とふれあう体験をする」など、次世代を意

識した取組があがった。また「通告を知ってもらうことが重要である」、「学校との連携が必

要である」、「活動については若者も参加し、意識を高める工夫をする」などの意見もみられ

た。 

 

２．自治体を対象とした啓発事業調査の結論 

 児童虐待防止啓発活動については、厚生労働省作成のポスターやパンフレット配布、また自治

体主催の講演やオレンジリボン運動などが実施されていた。高校・大学生を対象に特化した形で

の啓発内容は特になかった。 
 
市及び府県・政令市で共通して示されたのは、授業内に児童虐待防止の内容をカリキュラムの

中で定期的に取り上げていくことであった。授業内容については、命を守るという観点から、も

のづくり、劇、ワークショップなど、若者に根付きやすくするための参加型のものが試行されて

いた。    
 
すでにⅠの調査においても、高校生、大学生側から、授業で学びたいというニーズが示されて

おり、困った時や児童虐待関連で相談したい場合に情報を得ることができるパンフレットの作成

や配布なども、若者にとって利用しやすい工夫などを計画していくことが考えられる。 

現在配分されている予算の中で地道な啓発活動を継続して取り組んでいく必要がある。 

実行委員のメンバーに加わってもらう。啓発行事を通じ、取組や虐待に対する意識が深まる。 

相談窓口の周知。相談窓口を掲載した、チラシやカードの配布。 

訴求力の高い広報媒体を用いることが必要。生徒・学生・個人に直接届くような広報の実施。 

乳幼児や若年齢の子どもの命の大切さを実感できるよう、これからの子どもたちと、中・高・大学生とが交流できる 
場をつくり、虐待防止の意識を高める必要がある。中・高・大学生が、被虐待児である場合は、それが「虐待」である 
ことを認識させ、相談できるところがあることを周知させる。また、これからの子どもたちが子育て世代になる前か 
ら、子育ての悩みを共有したり、相談したり出来る場があることを教えておく必要もある。 

虐待とは何かを知っている（自分が受けているものが虐待と感じる）。次にどこに相談したら良いか知っているこ 
とが大切。 

妊娠、出産、育児に係る知識の普及。望まない妊娠等の予防が期待される。 
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表 4
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  =48.820, F=1, p<.000  
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